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「JENESYS2024」日中大学生オンライン座談会 

 

１．プログラム概要 

【目的】 

2024年 8月に訪日した中国青年公益事業交流団が、来日期間中に台風が直撃し、第 2分団が予
定していた大学訪問・交流が実施できなかったため、2024 年 7 月及び 11 月に訪中した日本大学
生訪中団の日本大学生との同世代交流を行う。オンライン交流を通し、日中友好の意義を深める
他、相互理解を深め､草の根交流を促進することで日本と中国の更なる関係強化を目的として実施
する。  

  

【参加者】中国側：「JENESYS2024」中国青年公益事業交流団第 2分団 団員 16名 

日本側：「JENESYS2024」日本大学生訪中団 団員を中心とした大学生 13名  

【日程】 

■オンライン交流プログラム 

 2025年３月 18日（火） 

3月 18日 ① 趣旨説明、参加者紹介  

② グループディスカッション  

【テーマ】 

・このグループのメンバーで、起業して新しいビジネスを始めるなら 

 何ができるか。 

・将来残していきたい伝統文化は何か。その伝統文化を守るために、 

 私たちは何ができるか。 

・日中の若者にもっと日中交流活動に興味を持ってもらうためには 

 どうしたらいいか。 

③ グループ代表発表 

 

２．記録写真  

  

グループ代表発表 記念撮影 
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３．中国側参加者の感想（抜粋） 

◆中国人メンバーが日本文化に興味を持っているだけでなく、日本の大学生も中国の伝統文化に非

常に深い関心を持っており、中国人としてとても誇りに思い、幸せな気持ちになった。私たちは全

員大学生なので、学校のコンテンツ等を活用して、中日の文化等を宣伝していきたいと思う。 

 

◆このオンライン交流会を通じて、若者は中日友好の受益者であるだけでなく、継承と革新の主力

となるべきであることを深く認識しました。より多くの若者が「異文化対話者」になれば、中日友

好の未来は両国を結ぶ海のシルクロードのように、果てしなく続くものとなると私たちは固く信じ

ています。 

 

４．日本側参加者の感想（抜粋）  

◆日本文化の多くは中国の影響を受けているものの日本で独自の変化を遂げている。ルーツとなっ

た中国での文化を中国側の学生から教えてもらい、日中文化の違いに面白さを感じた。 

 

◆中国の学生と実際にオンラインを通して交流することで、日中間の関係向上、また日本と中国の

友好の架け橋となる人材になるために、両国の意見交換を通して具体的な意見を深めていく貴重な

時間となった。 

 

５．参加者の対外発信、報道記事等（抜粋） 
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2025年 3月 18日（中国側参加者微信） 

５人の日本学生と「日中伝統文化の継承と保

護」についてディスカッションしました。とて

も友好的に協力しました。 

夏に訪日した際は、台風の影響で日本大学生と

の交流はできませんでしたが、日本側が再度こ

のような交流プログラムを計画してくれたこと

に驚きました。 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 3月 18日（中国側参加者微信） 

中日交流：半年後の約束 

去年の夏、私は光栄なことに中国宋慶齢基金会

の中日青少年交流に参加しました。しかし、当

時台風の影響で日本大学生と交流することがで

きませんでした。しかし、それから半年後、オ

ンライン上で会うことができました。 

私たちは「伝統文化の保護」をディスカッショ

ンテーマに選びました。中日は同じ東アジアの

文化圏に属するため、お互いに様々な面で参考

になる点があり、これは、私たちの交流をさら

に豊かにして話題を多様にしました。 

双方とも各自の文化的立場に基づいて議論を進

めましたが、お互いに伝えようとしている核心

的部分は正確に伝えることができ、交流はより

深く、有意義なものになりました。 

  

実施団体名：（公財）日中友好会館 


